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議      長  日程第３「町長の所信表明」に入ります。 

町      長  皆様、おはようございます。本日から11日間の定例会、何とぞよろしく

お願い申し上げます。 

 春の風が大分と、随分と心地よい季節となりましたきょうこのごろでご

ざいますが、議員各位におかれましては、ますます御健勝のことと心から

お喜び申し上げたいと思います。 

 去る２月27日に平成30年第１回松田町議会定例会の招集告示をいたしま

したところ、議員各位におかれましては、公私にわたり大変御多用のとこ

ろ、議員多数の御出席をいただき、ここに本定例会が開催されますことを

まずもって御礼を申し上げます。ありがとうございます。 

 まず、３月11日、岩手県陸前高田市での東日本大震災追悼式の御案内が

ありましたので、昨年同様、日帰りにはなりますけども、参列を予定して

おります。あの震災から早くも７年目を迎えることとなり、最愛の御家族

や御親戚、御友人を亡くされた方々のお気持ちを思うと、今なお哀惜の念

にたえないところでございます。お亡くなりになられた多くの方々の御冥

福をお祈りし、遺族の皆様への御平安を心から御祈念するとともにですね、

被災された方々に心からお見舞を申し上げてまいりたいというふうに考え

ております。 

 それでは、日付順に行事などをまず御報告させていただきます。 

 寒波のためか満開が若干おくれていました寄ロウバイまつりは、１週間

期間を延長し、２月18日で終了いたしました。昨年よりも1,000人ほど少

ない約２万人の方が来園され、甘いロウバイの香りを楽しんでいただいて

おりました。また、２月10日から始まりました第20回まつだ桜まつりにつ

きましても２月下旬には満開を迎えており、多くの方々でにぎわっており

ます。土・日には町中の商店街も結構混んでいるというふうに聞いており

まして、町の経済発展の一助になることを期待しているところでもござい

ます。 

 ２月25日、町民文化センターにおきまして、「松田エネルギー市民革命 

自然エネルギーで未来・人・仕事を創る」と題しまして、第１部では、総
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務省地域力創造アドバイザーであります金丸弘美様をお呼びし、全国の先

進事例を紹介していただきながら、「もう消滅可能性都市とは言わせない 

人口１万人規模のまちでできる地域活性」の御講演をいただきました。第

２部では、再生可能エネルギーなどをテーマにパネルディスカッション方

式で行われ、私ともどもですね、登壇し、85名の参加者と松田町で実践可

能な自然エネルギーの活用方法などについてアイデアなど、意見交換をさ

せていただいたところでございます。 

 同じ日の夜には、「地域で稼ぐ仕事をつくる」と題しまして、地域おこ

し勉強会が寄中学校体育館において開催されました。第２回目は61名の御

参加をいただき、ＮＰＯ法人自然体験学校の理事長であります若林伸一氏

によります「体験と農泊で稼ぐ地域づくり」と題しまして講演をいただき

ました。第３回目は、３月11日に日本総合研究所の藻谷浩介氏をお招きし

まして、「寄を次世代にのこすために何をすべきか」と題しまして、今後

の協働のまちづくりの具体的な参考といたしまして、松田町全体の自然環

境や魅力をどのような仕事に活かせるのかなどの勉強会にしたいと考えて

おりますので、大変御多用のことと思いますが、議員の皆様方にもお時間

がよろしければ御参加いただければというふうに考えております。 

 ３月４日には、健康福祉センターにおきまして「ふくしあったかフェス

タ2018」が開催されました。当日は天候に恵まれ、お子さんからお年寄り

の方々までですね、多くの方々に御参加いただき催し物を楽しんでいただ

いていました。主催者であります社協の皆様方、また関係者の方々にもで

すね、深く感謝を申し上げたいというふうに思います。 

 それでは、会議に先立ちまして、貴重なお時間を拝借して、平成30年度

当初予算案等をですね、御審議いただくに当たり所信の一端を述べさせて

いただくところでありますが、その前に、この定例会に提案させていただ

いております条例案と補正予算案の概要について御説明を申し上げます。 

 初めに、提案しております条例案ですが、新規条例１件、条例の一部を

改正する条例12件、町道認定１件、補正予算３件、新年度予算９件を提出

させていただきました。 
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 まず新規条例でございますが、議案第９号松田町指定居宅介護支援等の

事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例は、介護保険法の改正に

より、従来は都道府県が定めていた基準について市町村が定めることとな

ったため、新規条例として提案するものでございます。 

 続いて、条例の改正についてでございます。議案第10号松田町職員の育

児休業等に関する条例の一部を改正する条例と、議案第13号松田町ひとり

親家庭等の医療費助成に関する条例の一部を改正する条例、また、議案第

15号松田町町営住宅条例の一部を改正する条例から議案第18号松田町後期

高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例、そして議案第20号松田町

指定地域密着型サービスの事業者の指定並びに事業の人員、設備及び運営

に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例、議案第21号松田町消

防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例、関連します法律等の施

行または改正法律の施行に伴い所要の改正が必要となりましたので御提案

させていただくものでございます。 

 議案第11号松田町職員の公益的法人等への派遣等に関する条例の一部を

改正する条例は、観光協会の法人化に伴い、職員を派遣できる団体に追加

させていただくための御提案でございます。 

議案第12号松田町民文化センター条例の一部を改正する条例は、町民文

化センターの複合施設拠点整備に伴い、３月末に完成するボルダリング施

設及びトレーニングルーム等の施設使用料を設定するため、所要の改正を

提案するものです。 

議案第14号松田町敬老祝金給付条例の一部を改正する条例は、高齢者の

平均寿命の延びや社会情勢等を勘案し、時勢に即した祝金とするため、一

部改正を提案するものでございます。 

議案第19号松田町介護保険条例の一部を改正する条例は、介護保険法の

改正及び同法に規定する平成30年度から32年度までの第７期高齢者福祉計

画・介護保険事業計画に基づく介護保険料の基準額等を変更するため、一

部改正を提案するものでございます。 

 続きまして、議案第22号松田町町道路線の認定につきましては、今後道



 11 

路改良事業を予定しております河南沢・中里地区の新規路線と、町屋地

区・店屋場地区の開発行為により移管された２路線の計３路線について町

道の路線認定をお願いするものでございます。 

 議案第23号平成29年度松田町一般会計補正予算（第11号）につきまして

は、主なものは生活保護者の入院者増などに伴います障害福祉サービス等

給付費増と、年度内のほぼ最後の補正予算でございますので、事業費が確

定し不用となった予算額などを整理させていただいたものでございます。 

議案第24号平成29年度松田町国民健康保険事業特別会計補正予算（第４

号）は、平成29年度に国民健康保険税の税率改正をしたことに伴います保

険税の増額補正と、退職者医療制度が廃止されたことに伴い、対象者が減

少するため減額補正させていただくものです。 

議案第25号平成29年度松田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２

号）は、平成29年度保険基盤安定制度拠出金の額が確定したもので補正さ

せていただくものでございます。 

 なお、教育委員会委員の任命と固定資産評価審査委員会委員の選任、人

権擁護委員の推薦について御同意を願う案件があり、これにつきましては、

準備が整い次第提案させていただきたいと存じます。 

以上が提出議案と平成29年度補正予算の概要でございます。 

 続きまして、議案とともにお届けいたしました「平成30年第１回定例議

会所信表明」をもとに、平成30年度当初予算案の概要を御説明申し上げま

すとともに、当面の町政に対する取り組みなどについて所信の一端を述べ

させていただくわけですが、新規事業と重要事項の概要のみとさせていた

だきますことを御了承いただきたいと存じます。 

 平成30年度における町の予算規模は、一般会計では49億9,000万円、前

年度比４億3,000万円の増、率にして9.4％の大幅な増となっております。

庁舎建設がありました平成17年度の48億6,000万円をしのぐ過去最大の予

算規模であり、また５年連続の増額予算となっております。 

増額の主な要因といたしましては、町営住宅建設事業２億9,260万円、

事業が分かれておりますが、地方創生推進事業といたしまして8,520万円、
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小田原市斎場整備費負担金5,775万円、旧松田土木事務所の土地購入費の

償還が始まります用地取得特別会計への繰出金1,520万円、扶助費といた

しまして障害福祉サービス等給付事業3,798万円の増などとなっておりま

す。 

 また、国民健康保険事業などの７特別会計の総額は31億4,080万円で１

億833万円の減、率にして3.3％の減。企業会計の上水道事業会計は２億

619万円で3,286万円の減、率にして13.7％の減となりました。主な減額の

要因といたしましては、２カ年事業で行った中河原水源電気設備改修工事

が完了したことによる資本的収支の減額によるものです。 

これら９会計の平成30年度当初予算の総額は83億3,699万円で、前年度

対比２億8,883万円の増、率にして3.6％の増となり、全会計予算といたし

ましても過去最大の予算規模となっております。 

 次に、予算編成の基本的な考え方でございますが、我が国の経済は緩や

かな回復基調が続いているとされているものの、先行きについては、海外

経済の不確実性や金融資本市場の変動の影響など、留意する不安定要素も

あることから、楽観視できる状況ではなく、地方財政を取り巻く環境は依

然として厳しいものとなっております。 

このような状況において、町では国が掲げる一億総活躍社会を目指し、

働き方改革や女性活躍、地方創生の趣旨を踏まえることで、補助金・交付

金を最大限活用し、さらには地域活性化に資するさまざまな松田創生事業

を推し進めているところでもあります。これら事業も準備から実行の時期

に差しかかっており、引き続きあらゆる手段を駆使し、地域経済のエンジ

ンを回す基盤を確固たるものにすることが重要と考えております。 

 新年度予算編成に当たり、歳入では、自主財源の根幹である町税におき

ましては、個人町民税や固定資産税につきまして減となっておりますが、

景気の持続的上昇を背景に法人税の若干の増額などが見込まれています。

しかしながら、歳出では、社会保障関連経費や公共施設等の老朽化対策等

に係る経費が顕著にふえていることから、依然として町財政は厳しい状況

であります。 
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そのような中、平成30年度当初予算は、従来の福祉・子育て・教育事業

などの内容について見直し、また拡充、継続しつつも、新たに地域優良賃

貸住宅の建設による子育て世帯受け入れのための整備に合わせて、地方創

生の交付金を活用し、新しい働き方を提供するための事業を展開するほか、

子育て支援事業の拡充や学校におけるＩＣＴ教育の継続及び英語教育費の

拡充、新規に小・中学生を対象としたインフルエンザ予防接種費用の助成、

中・高生を対象とした文化・芸術・スポーツなど各分野におけるトップラ

ンナーを対象とした育成支援事業など、子ども・子育て世代の応援にも配

慮した予算配分を行いました。予算規模は町制施行以来過去最大となりま

すが、将来にわたって持続的活力を生み出す投資と捉え、魅力ある未来の

松田町をデザインする積極的な予算としております。 

 一般会計における歳入歳出について、特色のあるものを中心に逐次御説

明申し上げます。 

 まず、歳入のうち町税は15億4,670万円、前年度対比1,269万円の増、率

にして0.8％の増となりました。所得の減少による個人町民税所得割と土

地の下落修正による固定資産税については減収傾向でありますが、景気回

復の兆しか、法人町民税法人税割の増収が見込まれております。また、維

持費の倹約のための軽自動車への買いかえによる軽自動車税の増収の見込

み、全体としては増額となっております。 

 続いて地方交付税ですが、８億8,000万円で2,000万円の増となります。

臨時財政対策債の償還費用の需要額算入3,800万円、地方創生推進交付金

の地方負担分への特別交付税500万円の増額を見込んでおります。 

 国庫支出金は７億3,477万円で、前年度対比２億5,954万円、54.6％の増

となっております。町営住宅建設費補助金２億942万円が増額の要因とな

っております。このほか、地方創生推進交付金8,044万円、社会資本整備

総合交付金１億4,717万円、障害者福祉国庫負担金１億2,710万円が主な補

助金で、そのほかに子どものための教育・保育給付費国庫負担金、児童手

当国庫負担金などが計上されております。 

 続いて県支出金でありますが、３億1,471万円で4,746万円、13.1％の減
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となっております。これは、さくら保育園の増築工事終了に伴う安心こど

も交付金事業3,500万円、都市計画基礎調査終了のため220万円の減額が主

な要因です。このほか水源環境保全・再生施策市町村交付金、地籍調査費

補助金などを計上しております。 

 続きまして、寄附金１億5,000万円、前年度より5,000万円の増でござい

ます。観光ＰＲの推進や、包括連携協定締結事業者と協力いたしまして顧

客の拡大、また返礼品の品目をふやすなど、寄附額の積極的な受け入れを

図ってまいります。 

 次に繰入金ですが、1,012万円で前年度対比3,108万円の減となっており

ます。新年度は、財政調整基金からの取り崩しは行いませんが、松田中学

校の体育館の雨漏り修繕工事のため、教育施設整備基金から1,000万円の

繰り入れを予定しております。なお、別途教育施設整備基金には3,000万

円を積み立てる予算を計上しております。また、12万円につきましては、

福田奨学基金から繰り入れてございます。なお、財政調整基金の残額でご

ざいますが、30年度末残額は２億5,460万円となる見込みでございます。 

 最後に町債ですが、６億8,320万円で１億8,020万円の増、率にして

35.8％の増となっております。平成30年度で予定している起債につきまし

ては、町営住宅建設事業２億5,690万円、小田原市斎場整備事業7,780万円

を初め、橋梁長寿命化事業・道路新設改良整備事業・新松田駅南口駅前広

場整備事業・防災行政無線デジタル化事業及び臨時財政対策債の発行を予

定しているところでございます。なお、臨時財政対策債につきましては１

億9,200万円で300万円の減となり、昨年に引き続き減少しております。 

起債につきましては、国庫補助対象事業を中心に起こすもので、後年償

還金に関しまして交付税算入されることとなっておりますので、結果的に

は町の負担がふえるものではございません。 

 次に歳出でございます。主な施策について予算科目順に御説明を申し上

げます。 

 議会費は、予算額が8,645万円で前年度対比99万円、1.1％の減となって

おります。 
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 続いて総務費ですが、９億20万円で、29年度に比べ１億2,536万円の増、

16.2％の増となっております。 

まずは、地方創生推進事業といたしまして３事業を計上してございます。 

女性が輝き活躍するコンパクトシティ創生事業といたしまして8,000万円、

女性が輝き活躍していくまちづくりの実現に向け、地域や団体、ＮＰＯ法人な

ど、起業・創業が自走できる新しい仕組みを構築するため、施設整備に取り組

む経費であります。特に女性の創業支援を図り、交流人口や関係人口、定住人

口の確保・増加につなげてまいりたいというふうに考えております。 

 県西地域活性化プロジェクト推進事業1,738万円、松田町を含む県西地域２

市８町と神奈川県で連携して取り組んでおります「未病を改善する」をキーワ

ードに地域活性化を推進する事業であります。本町では、交通の要衝である駅

周辺地域の広域的な将来構想及び拠点整備に係る計画を策定し、足柄地域や県

西地域へ波及させる機能を備えていく事業であります。 

また、複合拠点施設整備事業といたしまして5,000万円。これは平成29年度

における町民文化センターを未病改善等も視野に入れてスポーツクライミング

環境を整備したところですが、さらに複合的な機能といたしまして、東京オリ

ンピック・パラリンピック2020を見据えたインバウンド対策や子供たちの国際

文化教育環境の構築に向けた国際交流拠点の構築に係る環境づくりに取り組む

ものでございます。 

 続きまして、重点課題であります定住化促進事業に引き続き取り組みます。

定住少子化対策支援事業935万円の中に含まれますが、空き家の有効活用と民

間賃貸住宅などの空き室率の解消への子育て世代等の支援につきまして、民間

賃貸住宅家賃補助に96万円、定住希望者への積極的な情報提供、実際に町に住

まいを定めた方や雇用を創出した企業に対する補助、町の魅力の再発見を促す

同窓会開催への支援、また、公共交通の補完を目的に路線バスの維持確保をあ

わせた地域公共交通対策といたしまして、乗合バス運行補助事業、通学定期券

助成事業、高齢者バス定期券助成事業につきましても継続して行うものとし、

815万円を計上しております。 

 そのほか、拡充事業といたしまして、松田町の歴史に根づく「おもてなし」
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の文化等を町一丸となって町内外に向け発信・浸透させるための経費、ふるさ

と大使によるおもてなし公演などを通じ、人や地域のつながりを再発見するこ

とで、松田の魅力として「おもてなし」の価値を高め、交流・定住人口の増加

を図るために、町外への発信を強化することを目的としたシティプロモーショ

ン・おもてなし推進事業211万円、またふるさと納税に関する経費といたしま

して7,520万円を計上し、観光ＰＲの推進、包括連携協定締結事業者と協力し

まして顧客の拡大、また返礼品の品目をふやすなど、寄附額の増額を目指して

まいります。 

 民生費でございますが、予算額12億6,471万円、前年度対比3,972万円の減、

率にして３％の減となっております。減額の原因としましては、さくら保育園

の増築工事の完了に伴い5,300万円、臨時福祉給付金の終了による3,000万円の

減額が主なものでございます。 

 拡充事業といたしましては、子育て支援センター・ファミリーサポート事業

に1,825万円計上し、新たに松田さくら保育園内に町内２カ所体制となる子育

て支援センター機能を併設し、利用者の増加に対応することで、子育て世代の

支援、充実を図ります。そして、高齢者や障害者のための基本的な施策はもち

ろん継続するほか、中学校修了まで無料化をしています小児医療費助成につい

ても30年度は3,818万円の予算を計上し、事業を継続してまいります。 

さらには、定住化対策の一環といたしまして、ひとり親家庭等医療費助成事

業に668万円、学童保育運営事業1,695万円を計上するなど、事業実施をしてま

いります。 

 なお、児童手当事業には１億3,440万円、国民健康保険事業特別会計に対し

ましては、法定外のその他繰出金2,000万円を含めた繰出金として１億1,460万

円を、介護保険事業特別会計には繰出金１億6,909万円、さらには後期高齢者

医療制度経費１億5,267万円と、各特別会計への繰出金として予算計上したと

ころでございます。 

 続いて衛生費です。予算額は３億8,689万円で、前年度対比7,083万円の増、

率にして22.4％の増となっております。増額の主な要因といたしましては、平

成31年度供用開始を予定しております小田原市斎場事務等負担金の5,775万円
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増となっております。 

新規事業であります小・中学生へのインフルエンザワクチンの任意接種の費

用の一部を助成する104万円などを含めました感染症予防事業に2,860万円、拡

充事業といたしましては、平成29年度から取り組んでいます再生可能エネルギ

ー利用促進を進めるための事業といたしまして175万円、地方創生事業といた

しまして、鳥獣被害対策の担い手となる人材が高齢化などにより不足している

現状を打破するために、捕獲講習会やイベントを開催し、若手や女性など、ハ

ンターを目指す新たな層の掘り起こしとして人材育成など、ハンター育成事業

300万円が計上されております。 

この衛生費でも定住化促進事業として健康診査や健康づくり事業などに引き

続き取り組んでまいります。Y 

 続いて農林水産業費です。農林水産業費の予算額は１億258万円で、前年度

対比752万円、6.8％の減となりました。主な要因といたしましては、指定管理

移行に伴いますドッグラン関係経費の減でございます。 

地方創生推進事業、Yadoriki Healing Village運営事業に1,050万円、寄七

つ星ドッグランを中心とした地方創生事業「Yadoriki Healing Village 愛犬

との共生が癒しと賑わいを創出する里づくりプロジェクト」をより軌道に乗せ、

経済のエンジンを回していくための組織運営や商品開発支援などに係る経費を

計上しております。 

また、継続事業でありますが、寄ロウバイまつり等を開催し、寄地区の観光

客を迎え入れ、交流人口を増加させるために寄自然休養村の管理運営等に係る

経費1,122万円、豊かな環境、生態系を保全し動植物の命を守り、未病の改善

などにより人の命を守る里地里山の活動について、里地里山活動協定地の対象

団体に対する支援をする里地里山保全・再生事業に49万円を計上しました。そ

のほかには、かながわ水源環境保全・再生実行５か年計画に基づき、地域水源

林として位置づけられた区域の私有林整備事業といたしまして682万円を計上

させていただきました。 

 次に商工費ですが、予算額１億4,657万円で前年度対比2,595万円の増、

21.5％の増となっております。 
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新規事業といたしまして、以前より要望の高かった新松田駅前の観光案内・

待合所運営事業といたしまして新規に109万円を計上し、指定管理から町管理

となりましたハーブガーデン管理費には3,647万円を計上しました。また、今

年度も町内の商工業の発展を目的とし、松田ちょい呑みフェスティバルや店舗

リノベーション費用の支援、プレミアム商品券発行に要する補助経費としまし

て、商工振興対策事業1,289万円を計上し、また、平成30年度もまつだ桜まつ

り、キラキラフェスタ事業など、フェスティバル事業に837万円や観光宣伝事

業に1,184万円と、継続実施するものとしております。 

 続いて土木費です。予算額は10億1,994万円で、前年度対比２億3,472万円の

増、率にして29.9％の大幅な増となっております。 

定住促進のために住環境などの基盤整備は不可欠なものであります。冒頭で

も御説明をさせていただきましたが、ＰＦＩ手法を取り入れた町屋住宅を建設

するための町営住宅建設事業に４億6,926万円、平成28年度より新松田駅周辺

地域の総合的なまちづくりを推進するため、基本方針・基本構想を策定するま

ちづくり構想推進事業といたしまして1,405万円の予算を計上しました。平成

27年度におきましては、地権者や公共交通事業者など関係機関との協議会を発

足し、翌28年から基本方針・基本構想を検討しているところでありますので、

３年目といたしまして最終年度となります。 

また、道路補修事業として町屋地区の町道17号線や寄虫沢地区の町道寄11号

線舗装工事などに3,760万円を予算計上しました。道路新設改良整備事業とし

ましては、平成28年度より実施しております町道寄15号線や仲町屋地区の町道

５－６号線の改良工事など7,998万円を計上し、道路整備を推進してまいりま

す。 

そして、国土調査法に基づき、仲町屋・沢尻地区を対象に地籍調査事業とい

たしまして1,232万円、長寿橋、大寺橋の耐震補強を含めた橋梁長寿命化事業

といたしまして4,670万円を計上しております。 

 次に消防費です。予算額２億2,843万円で前年度対比1,104万円の増、率にし

て5.1％の増となっております。主な増額要因といたしましては、防災行政無

線デジタル化に向け、３カ年計画の初年度事業として実施設計費用を含めた防
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災無線管理事業1,889万円が主なものであります。 

また、防災資機材等整備事業といたしまして、防災倉庫備蓄品、災害時非常

食購入費など632万円、消防団運営経費や広域消防の負担金を計上しておりま

す。 

 続いて教育費です。４億7,254万円で前年度対比369万円の増、0.8％の増で

す。 

新規事業といたしましては、小・中学生において、１級から５級までの英語

技能検定の取得を目指すことで英語の学習意欲を高め、学力の向上につなげる

ため、受検料全額補助事業として55万円、また、中・高生を対象に、文化・芸

術・スポーツなど各分野においてトップランナーとして活躍することが期待で

きる生徒にさらなる成長や技術向上のための財政支援といたしまして、未来ト

ップランナー育成・応援助成金として90万円を初めて計上しております。 

 さらに拡充事業といたしまして、外国語指導助手ＡＬＴを複数配置し、ＡＬ

Ｔが授業に入る回数を増加させ、児童・生徒の英語教育の充実強化を図る英語

教育推進事業に895万円を、平成31年４月に統合を予定しております松田中学

校、寄中学校の統合にかかわる経費といたしまして936万円を計上しておりま

す。 

また、小・中学校が土曜日等の休日に地域の方々の協力によりさまざまなプ

ログラムを実施するための経費、土曜日の教育活動支援事業に120万円を計上

しております。 

 継続事業でありますが、学校ＩＣＴ推進事業といたしまして2,645万円を計

上しております。小学校５年生から中学３年生までの全ての児童・生徒にタブ

レットが配付されておりますので、事業を効果的にサポートするための支援員

の派遣に係る費用などであります。 

そして、教育費にも幾つか定住化促進事業があり、給食費保護者負担軽減措

置事業として685万円、学校警備員配置事業741万円のほか、小・中学校におけ

る障害のある児童・生徒のための介助員や、普通教室でも学習支援を必要とす

る児童・生徒に対応する学習支援員を配置する事業を継続するとともに、幼稚

園２園ともに３年保育を実施し、無料送迎バスの運行を継続してまいります。 
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また、今後松田小学校を初めとする老朽化した教育施設の今後の整備に対応

するため、教育施設整備基金への積み立てに3,000万円としたことが主なもの

でございます。教育施設整備基金につきましては、30年度末の残高といたしま

して２億9,000万円となる予定でおります。 

 公債費ですが、３億5,668万円と前年度対比663万円、率にして1.9％の増と

なりました。 

 最後に、予備費として本年度と同額の2,500万円を計上しております。 

 以上が一般会計における平成30年度当初予算案のあらましとなります。 

 続きまして、特別会計、企業会計につきまして御説明を申し上げます。 

 まず、国民健康保険事業特別会計についてでございます。予算額は14億

2,914万円で、前年度対比１億3,650万円、8.7％の減となっております。 

平成30年度から国民健康保険制度の広域化により、都道府県が財政運営の責

任主体となり、大きな制度改革が行われます。神奈川県は、国保の安定的な財

政運営や効率的な事業の確保等、国保運営の中心的な役割を担い、国保制度の

安定化が図られることとなります。これにより、新たに国民健康保険事業納付

金制度が設けられ、予算額、歳入歳出科目とも大きな変化が生じてはおります

が、町といたしましては、地域住民と身近な関係の中、資格管理、保険給付、

保険税率の決定、賦課・徴収、保健事業等、地域におけるきめ細かな事業を引

き続き担ってまいります。 

 国民健康保険は、平成24年度に続き平成29年度に税率改正を行ったところで

すが、被保険者の減少や景気の低迷による所得の減少、さらに軽減税率の拡充

などから、保険税収入は前年度対比6.1％の伸びにとどまっている状況であり

ます。 

国民健康保険事業納付金については、過去３年間の実績から平成30年度の松

田町の保険給付費推計に伸びがあることから、国民健康保険事業納付金の激変

緩和が図られることとなっております。平成30年度には、制度改革の影響を鑑

みながら事業遂行に取り組んでまいります。なお、保健事業の地域包括ケアシ

ステム推進事業におきましては、新たに健康の見える化事業にも取り組んでま

いります。 
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 次に、国民健康保険診療所事業特別会計でございます。予算額は7,513万円

となり、前年度対比181万円、2.5％の増となっております。 

国民健康保険診療所は、地域の皆様から信頼、安心されて、身近な診療が受

けられる医療機関として重要な役割を担っております。現在は、嘱託の医師と

県立足柄上病院の医師とで診療を行い、町民の皆様方の健康と地域医療の向上

に努めていきたいと考えております。今年度は、寄総合センターの屋上防水改

修工事を行ってまいる予定としております。 

 次に、上水道事業会計についてでございます。予算額は２億619万円で前年

度対比3,286万円、13.7％の減となっております。 

水道使用料につきましては、給水人口の減少や節水志向による使用水量の減

少により3.7％の減となっております。資本的支出につきましては、県道72号

線の改良に合わせた配水管の布設がえ工事などを予定しております。なお、中

河原水源電気設備改修が平成29年度に完成したことにより、前年度対比45.9％

減の5,329万円となっております。引き続き安全でおいしい水の供給と非常時

に対応できるよう取り組んでまいります。 

 次に、寄簡易水道事業特別会計についてでございます。予算額は5,410万円

で前年度対比1,243万円、29.8％の増額となっております。 

歳入につきましては、水道使用料収入が前年度対比2.1％の減となりますが、

歳出につきましては、将来にわたり安全でおいしい水を安定して供給するため

の施設更新計画の策定委託を行うほか、監視装置施設の更新工事等を予定して

おります。 

 次に、下水道事業特別会計についてでございます。予算額は３億2,873万円

となっており、前年度対比1,568万円、4.6％の減となっております。 

快適な暮らしを営むための生活環境の向上と河川環境の保全に向けて、計画

的に下水道の整備及び維持管理に努めております。なお、現在の下水道処理人

口普及率は89.8％となっております。歳入のうち、下水道使用料収入は前年度

同額の１億2,000万円となっております。また、一般会計からの繰入金１億

4,920万円は町債の返還に充てております。主な歳出につきましては、公共下

水道事業計画変更業務委託のほか、庶子１号マンホールポンプ更新工事等を予
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定しております。このほか、歳出の大きな割合を占めている元利償還金につき

ましては、24年度の町債の借りかえにより支出を抑制し、また、平成29年度に

料金改定を実施したことから一般会計からの繰入金への依存割合を削減させま

した。今後も収支バランスを勘案し、健全な運営に向け、議員の皆様方の御意

見をいただきながら進めてまいりたいというふうに考えております。 

 続いて、介護保険事業特別会計についてでございます。予算額は10億5,854

万円となり、前年度対比1,316万円、1.3％の増となっております。 

介護保険事業につきましては、平成30年度から32年度を計画期間とする第７

期高齢者福祉計画・介護保険事業計画をスタートさせます。介護保険制度は、

計画期間に合わせ３年ごとに大きな見直しが行われ、昨年度に計画を策定いた

しました。この計画では、高齢者を主体として、住みなれた地域で生活を支え

る地域包括ケアシステムの深化・推進を重点目標とし、高齢者の自立支援と要

介護状態の重度化防止、地域共生社会の実現を図るとともに、持続可能性を確

保することに配慮し、適正なサービス提供をすることを目標としております。

介護保険事業における保険給付の伸びが著しい状況にあり、介護保険料を規定

する介護保険条例の改正について御審議を賜りますが、その節にはよろしくお

願いを申し上げます。 

 続いて、用地取得特別会計についてでございます。予算は2,193万円となり、

前年度対比1,523万円の増となっております。 

平成23年度に取得した籠場町有地、平成27年度に取得した旧松田土木跡地の

起債に関する元利償還金2,187万円を計上しております。 

最後に、後期高齢者医療特別会計でございます。予算額は１億7,323万円で

前年度対比123万円、0.7％の増となっております。 

後期高齢者医療関係では、この特別会計のほかに一般会計から後期高齢者医

療広域連合へ直接支出をする広域連合事務費負担金として730万円と、法定の

市町村定率負担金１億1,813万円を計上しております。 

以上が平成30年度当初予算案と当面の町政運営につきましての私の所信の一

端でございます。 

御説明上げました諸議案につきましては、議事の進行に伴い、私を初め副町
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長・教育長・課長等により御説明を申し上げますので、よろしく御審議の上、

御議決賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

最後になりますが、議員の皆様方もお気づきかと思いますが、町民文化セン

ターのリノベーションの一環といたしまして、第２駐車場に高さ13メートルに

なりますリードクライミングにおける壁ができつつあります。また、大ホール

のステージの奥にはボルダリングウォールがほぼ完成をし、工期内の完成を目

指しているところでございます。特にリードウォールにつきましては、目立つ

存在として今後新しい松田町のシンボルになると期待もしているところでござ

います。クライミングの使用開始につきましては、ほかの工事もほぼほぼ年度

内には終わるということでございますことから、本年の12月におきましてはＮ

ＨＫのラジオ番組の収録をしていただくということも決まっておるなど、いよ

いよリノベーションの結果が町内外に発信されるというふうに思っていますの

で、議員の皆様方にも御期待いただければというふうにお願い申し上げます。 

以上で所信表明並びに行政報告とさせていただきます。本日は何とぞよろし

くお願いいたします。 

議 長  町長の所信表明を終わります。 


